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韓流10年と、これから
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「
韓
流
」
を
一
つ
の
「
韓
国
的
文
化
現
象
」
と
と
ら
え
た
と
き
に
、

日
本
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
韓
流
の
ス
タ
ー
ト
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
か
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
存
在
す
る
。
百
済
時
代

か
ら
起
源
を
求
め
る
学
者
も
い
れ
ば
、
韓
国
映
画
『
シ
ュ
リ
』

（
二
〇
〇
〇
年
、
日
本
公
開
）
の
ヒ
ッ
ト
を
そ
の
出
発
点
と
見
る
研
究

者
も
い
る
。
し
か
し
、
受
け
手
の
ス
ケ
ー
ル
や
ブ
ー
ム
の
連
続
性
か
ら

だ
と
、
二
〇
〇
三
年
の
『
冬
ソ
ナ
』（
韓
国
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
冬
の
ソ

ナ
タ
』）
ブ
ー
ム
を
韓
流
の
起
源
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　
「
韓
流
」
は
、
広
意
で
は
「
韓
国
的
文
化
現
象
」
で
は
あ
る
が
、
そ

の
定
義
は
必
ず
し
も
固
定
不
変
な
も
の
で
は
な
い
。
時
代
ご
と
に
そ
の

意
味
合
い
が
変
わ
っ
て
い
く
、
有
機
的
な
概
念
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
見
方
で
み
る
と
、
二
〇
〇
三
年
の
『
冬
ソ
ナ
』
ブ
ー
ム
当

初
は
「
ド
ラ
マ
」
が
韓
流
の
重
心
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
い
ま
は
ド
ラ

マ
だ
け
で
は
な
く
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
韓
国
食
、
化
粧
品
等
ま
で
そ
の
範

囲
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
を
起
点
に
韓
流
ブ
ー
ム
十
年
を
迎
え
た
い
ま
、
ド
ラ
マ

か
ら
始
ま
っ
た
韓
流
は
韓
国
文
化
全
般
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
韓
流
の
経
緯
を
、
ド
ラ
マ
と
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
中
心
に
ま
と

め
た
う
え
、
韓
流
の
今
後
を
展
望
す
る
。

韓
流
の
出
発
点
ド
ラ
マ

　

二
〇
〇
三
年
以
来
、
韓
国
ド
ラ
マ
は
三
つ
の
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
成
長

を
重
ね
て
い
く
。
最
初
の
ブ
ー
ム
は
、
周
知
の
と
お
り
、
二
〇
〇
三
年

の
『
冬
ソ
ナ
』
で
あ
る
。『
冬
ソ
ナ
』
は
い
ま
も
続
い
て
い
る
韓
国
ド

ラ
マ
ブ
ー
ム
の
最
初
の
引
き
金
を
作
っ
た
だ
け
で
な
く
て
、
韓
流
ブ
ー

ム
の
あ
る
種
の
「
伝
説
」
に
な
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。『
冬
ソ
ナ
』

　

二
〇
一
二
年
十
一
月
七
日　

開
催

韓
流
10
年
と
、こ
れ
か
ら�

金
　
泳
徳
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は
二
〇
〇
三
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ

で
放
送
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
地

上
波
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
オ
ン
エ
ア
さ
れ
、

社
会
現
象
に
も
な
っ
た
。
そ
の
後

も
『
美
し
き
日
々
』
や
『
オ
ー
ル

イ
ン 

運
命
の
愛
』
等
が
続
い
て

放
送
さ
れ
、
韓
国
ド
ラ
マ
ブ
ー
ム

を
牽
引
し
て
き
た
。
一
方
、
民
放

の
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
は
「
韓
流
ア

ワ
ー
」
枠
で
『
天
国
の
階
段
』
が

ブ
レ
ー
ク
し
、
韓
流
ド
ラ
マ
の
人

気
を
い
っ
そ
う
広
げ
た
。

　

二
つ
目
の
ブ
ー
ム
は
、『
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
』
や
『
朱
蒙
』
等
に

代
表
さ
れ
る
、
時
代
劇
ブ
ー
ム
で
あ
る
。『
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
』
が

新
た
に
時
代
劇
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
韓
流
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
は

男
性
の
中
高
年
層
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。

　

三
つ
目
の
ブ
ー
ム
は
、
二
〇
一
〇
年
の
『
美イ

ケ

男メ
ン

で
す
ね
』
で
あ
る
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
韓
流
α
」
枠
で
二
〇
一
〇
年
に
放
送
さ
れ
た
こ
の
ド

ラ
マ
は
、
午
後
二
時
台
と
し
て
は
珍
し
く
最
高
視
聴
率
が
九
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
、
若
者
を
中
心
に
非
常
に
高
い
人
気
を
誇
っ
た
。

若
者
を
取
り
込
ん
だ
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ

　

い
ま
の
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ブ
ー
ム
は
い
き
な
り
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

以
前
か
ら
そ
の
「
前
兆
」
が
あ
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
以
来
の
Ｋ-

Ｐ
Ｏ

Ｐ
ブ
ー
ム
に
繫
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
兆
は
大
き
く
二
つ
の
ル
ー

ト
で
説
明
で
き
る
。
一
つ
目
の
ル
ー
ト
は
、
二
〇
〇
一
年
に
日
本
デ

ビ
ュ
ー
し
た
Ｂ
ｏ
Ａ
と
二
〇
〇
五
年
に
日
本
デ
ビ
ュ
ー
し
た
東
方
神
起

と
に
代
表
さ
れ
る
、
日
本
進
出
組
に
よ
る
活
躍
で
あ
る
。
Ｂ
ｏ
Ａ
と
東

方
神
起
ら
は
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
は
な
く
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
歌
い
、
知
名
度
を

高
め
て
い
っ
た
。
と
く
に
東
方
神
起
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
オ
リ
コ
ン

一
位
を
記
録
す
る
な
ど
、
二
〇
一
〇
年
四
月
の
正
式
解
体
ま
で
人
気
が

高
か
っ
た
。

　

二
つ
目
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
韓
国
ド
ラ
マ
ブ
ー
ム
発
の
Ｋ-

Ｐ
Ｏ

Ｐ
の
人
気
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
以
来
、
韓
国
ド
ラ
マ
が
数
多
く
日
本

で
放
送
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
マ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
）
も
一
緒
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、RAIN

 

、
神
話
、FT 

ISLAN
D

、CN
BLU

E 

等
の
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
イ
ド
ル
系
も
ド
ラ
マ
に
出

演
し
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
の
間
で
徐
々
に

人
気
を
博
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
イ
ド
ル
イ
ベ
ン
ト

の
会
場
に
中
年
の
女
性
が
目
立
つ
の
も
、
そ
の
影
響
と
見
ら
れ
る
。

　

以
前
か
ら
燻く

す
ぶっ

て
い
た
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
に
直
接
火
を
つ
け
、
本
格

的
な
Ｋ-
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ブ
ー
ム
に
仕
上
げ
た
の
は
、
二
〇
一
〇
年
に
登
場
し

た
少
女
時
代
やKARA

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
韓
国

金泳徳氏
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韓流10年と、これから

内
で
ア
イ
ド
ル
系
ガ
ー
ル
ズ
グ
ル
ー
プ
・
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
実
力
派
ア
イ
ド
ル
の
層
が
厚
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
日
本
で

の
Ｋ-
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ブ
ー
ム
に
繫
が
っ
た
遠
因
で
あ
ろ
う
。

映
画
、
Ｍ
Ｄ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
そ
し
て
出
版

　

韓
流
ド
ラ
マ
の
人
気
と
と
も
に
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
た
映
画
は
、

二
〇
〇
六
年
以
来
、
完
全
に
不
振
に
落
ち
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の

『
シ
ュ
リ
』
を
皮
切
り
に
に
、
そ
の
後
、『
Ｊ
Ｓ
Ａ
』『
猟
奇
的
な
彼
女
』

『
四
月
の
雪
』『
私
の
頭
の
中
の
消
し
ゴ
ム
』
等
が
興
行
的
に
好
成
績
を

残
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
六
年
以
来
、
購
入
価
格
の
高
騰
や
韓
流
フ
ァ

ン
の
劇
場
離
れ
等
が
相
ま
っ
て
、
韓
国
映
画
の
劇
場
興
行
は
沈
滞
ム
ー

ド
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
掛
か
り
な
劇
場
興
行
に
よ
る
収
益
モ

デ
ル
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
い
ま
も
毎
年
三
〇
タ
イ
ト
ル
以
上

の
韓
国
映
画
が
輸
入
さ
れ
、
少
数
館
中
心
の
「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
定
着
し
、
マ
ニ
ア
の
間
に
は
根
強
い
人
気
を
持
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｍ
Ｄ
（
版
権
）
ビ
ジ
ネ
ス
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
出
版
等
は
、

ド
ラ
マ
や
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
か
ら
の
派
生
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
と
く
に
Ｍ
Ｄ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ブ
ー
ム
の
影
響
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
絡
み
の
Ｍ
Ｄ
が
た
く
さ
ん
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
。
流

通
方
式
と
し
て
は
、
主
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト

向
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
販
売
が
大
半
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

店
頭
販
売
に
つ
い
て
は
東
京
の
新
大
久
保
の
店
舗
を
中
心
に
低
価
の
海

賊
品
が
大
量
に
横
行
し
て
お
り
、
今
後
の
Ｍ
Ｄ
市
場
の
さ
ら
な
る
成
長

の
た
め
に
は
、
不
法
商
品
を
扱
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
店
舗
を
い
か
に
減

少
さ
せ
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

最
近
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る

の
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
宮く

ん-Love in Palace

』

『
光こ

う

化か

門も
ん

恋こ
い

歌う
た

』
等
に
は
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
イ
ド
ル
が
出
演
し
、
大
盛
況
と

な
っ
た
。
そ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
人
気
を
受
け
て
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
等
は

東
京
・
六
本
木
の
「
ブ
ル
ー
シ
ア
タ
ー
」
で
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
韓

国
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
七
作
品
を
上
演
す
る
予
定
で
あ
る
。
た
だ
、
韓
流
ス

タ
ー
や
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は

観
客
動
員
率
が
格
段
と
落
ち
る
な
ど
、
韓
国
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
が

浸
透
す
る
ま
で
に
は
、
し
ば
ら
く
韓
流
の
力
を
借
り
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

出
版
分
野
で
は
、
ド
ラ
マ
や
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
絡
み
の
派
生
出
版
物
の
売

れ
行
き
が
よ
い
。
朝
鮮
時
代
関
連
の
書
籍
等
は
時
代
劇
ブ
ー
ム
を
受
け

て
と
く
に
好
調
で
あ
り
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
系
の
写
真
集
等

も
悪
く
は
な
い
。
し
か
し
、
文
学
小
説
流
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
ド
ラ
マ
の
魅
力
が
浸
透
し
、
韓
国
的
ス

ト
ー
リ
ー
や
情
緒
も
、
あ
る
程
度
日
本
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
見

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
土
台
が
で
き
て
い
る
以
上
、
今
度
は
韓
国
小
説

で
ブ
レ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
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韓
流
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
？

　

で
は
、『
冬
ソ
ナ
』
以
後
、
日
本
で
定
着
す
る
十
年
間
に
韓
流
は
ど

の
よ
う
な
変
化
や
影
響
を
起
こ
し
て
来
た
だ
ろ
う
か
。
韓
流
ビ
ジ
ネ
ス

内
部
の
側
面
と
、
社
会
的
側
面
と
の
二
つ
の
側
面
か
ら
ま
と
め
て
み
た

い
。
ま
ず
、
韓
流
ビ
ジ
ネ
ス
の
側
面
か
ら
は
、
韓
流
消
費
層
の
拡
大
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
韓
国
ド
ラ
マ
は
、
ま
ず
中
高
年
の
間
で
人
気

を
博
し
、
最
近
は
徐
々
に
若
年
層
に
も
裾
野
を
拡
げ
て
い
る
。
一
方
、

Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
主
に
若
者
を
中
心
に
好
ま
れ
続
け
て
い
る
。
韓
国
か
ら

日
本
へ
の
輸
出
量
の
推
移
を
見
れ
ば
、
日
本
で
の
受
け
手
の
拡
大
を
覗

き
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
頁
の
図
で
み
る
と
、
ド
ラ
マ
の
場
合
は

二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
八
年
、
そ
し
て
二
〇
一
一
年
を
軸
足
に
全
体
的

に
右
上
が
り
の
方
向
を
示
し
て
い
る
（
図
1
）。
音
楽
の
輸
出
量
は
日

本
で
の
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ブ
ー
ム
に
連
動
し
て
、
一
気
に
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
図
2
）。

　

韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
ツ
ー
ル
も
、
ニ
ー
ズ
の
拡
大
に
伴
っ
て
多

様
化
し
て
い
る
。
最
初
は
限
ら
れ
た
Ｃ
Ｓ
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
し
か
見

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
い
ま
は
地
上
波
テ
レ
ビ
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ッ
ト
や

モ
バ
イ
ル
配
信
、
生
中
継
等
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
流
通
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
、

ほ
ぼ
毎
日
、
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
韓
国
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
以
前
よ
り
も
非
常
に
容
易
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
韓
流
ス
タ
ー
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
日
本
で
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
等
も
頻
繁
に
行
な

わ
れ
て
お
り
、
い
ま
で
は
彼
ら
の
韓
国
ラ
イ
ブ
観
覧
ツ
ア
ー
ま
で
組
ま

れ
て
い
る
。

　

で
は
は
た
し
て
、
韓
流
は
日
本
社
会
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
韓
流
が
日
本
人
の
日
常
の
一
部
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
け
手
に
い
ま
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
効
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
韓
流

は
、
受
け
手
の
「
能
動
的
選
択
」
に
よ
っ
て
、
一
般
商
品
と
同
じ
く
自

由
に
消
費
さ
れ
て
い
る
文
化
商
品
で
あ
る
。
商
品
購
買
行
動
に
よ
り
満

た
さ
れ
る
機
能
的
満
足
の
代
わ
り
に
、
韓
流
は
そ
の
買
い
手
に
文
化
商

品
の
購
買
の
代
価
と
し
て
日
常
生
活
の
活
力
や
癒
し
、
精
神
的
充
実
感

や
バ
ラ
ン
ス
等
の
心
理
的
な
側
面
へ
の
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
韓
流
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
起
こ
さ
れ
る
内
面
的
変
化
は
さ
ら

に
、「
華
流
」
等
の
ア
ジ
ア
文
化
へ
の
関
心
の
喚
起
、
韓
国
や
韓
国
人

等
に
対
す
る
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
拡
散
、
韓
国
文
化
へ
の
理
解
、
ひ

い
て
は
日
韓
関
係
に
も
、
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

韓
流
の
今
後
は
？

　

韓
流
の
今
後
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
予
測
す
る
の
は
至
難
の
業
で

あ
る
。
た
だ
、
い
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
状
を
も
と
に
近
い
将
来
を
眺
望

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

日
韓
関
係
の
行
方
は
、
近
い
将
来
も
変
わ
り
な
く
、
今
後
の
韓
流
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。
二
〇
一
一
年
八
月
以
後
、
韓
流
が
政
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韓流10年と、これから

治
・
外
交
レ
ベ
ル
に
よ
る
日
韓
関
係
に
い
か

に
左
右
さ
れ
る
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
文

化
の
受
け
入
れ
と
両
国
の
政
治
・
外
交
関
係

は
無
縁
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
そ

う
は
い
か
な
か
っ
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
の

高
い
多
数
の
フ
ァ
ン
は
韓
流
へ
の
愛
着
を
捨

て
な
か
っ
た
が
、
一
部
の
人
々
は
韓
流
離
れ

し
た
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
企
業
や
マ
ス

コ
ミ
も
日
韓
関
係
の
悪
化
を
受
け
て
韓
流
に

協
力
的
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
韓

流
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
衰
え
、
結
局
、
韓

流
フ
ァ
ン
の
新
規
流
入
と
い
う
好
循
環
も
生

ま
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
日
韓
関

係
如
何
に
よ
っ
て
韓
流
の
成
長
が
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
と
い
え
よ
う
。

　

で
は
、
韓
流
ビ
ジ
ネ
ス
の
行
方
は
ど
う
か
。

と
く
に
ド
ラ
マ
の
最
大
の
収
益
源
で
あ
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
市
場
に
は
赤
信
号
が
つ
い
た
。

二
〇
一
二
年
の
売
上
が
前
年
の
売
上
よ
り
半

分
以
下
の
企
業
も
い
く
つ
か
出
て
き
て
い
る
。

今
後
そ
の
収
益
モ
デ
ル
の
変
化
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
韓
国
ド
ラ
マ
の
流
通
企
業
は
、

【図1】放送番組の日本への輸出額の推移

【図2】Ｋ−ＰＯＰ輸出額の推移

単位：万ドル
出所：韓国コンテンツ振興院
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脱
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
収
益
が
見
込
め
な
く

な
っ
た
流
通
企
業
が
韓
国
ド
ラ
マ
を
扱
え
な
く
な
る
う
え
、
韓
国
側
の

価
格
調
整
が
効
か
な
く
な
り
、
最
悪
の
想
定
と
し
て
は
、
韓
国
ド
ラ
マ

の
取
引
が
な
く
な
っ
て
、
日
本
で
韓
国
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
最
悪
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
実

的
な
見
方
で
は
な
い
と
言
え
る
。
何
よ
り
も
、
日
本
に
韓
国
ド
ラ
マ
や

Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
魅
力
を
支
持
す
る
多
数
の
受
け
手
が
確
実
に
存
在
し
て

お
り
、
そ
れ
を
捉
え
よ
う
と
す
る PLAYER 

が
韓
国
と
日
本
双
方
に

い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
韓
国
側
に
と
っ
て
は
、

ド
ラ
マ
に
し
ろ
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
し
ろ
内
需
だ
け
で
は
す
で
に
経
営
の

舵
取
り
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
う
え
、
日
本
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
視
野
に
入
れ
て
こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
だ
け
に
、
収
益
が

薄
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
魅
力
的
な
日
本
市
場
を
放
棄
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
韓
国
側
は
、
価
格
調
整
等
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
側
の
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
で
も
、
日
本
市
場
の

保
護
に
力
を
入
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
確
実
な
受
け
手
と
そ
れ
を
捉
え
る

PLAYER

が
い
る
以
上
、
少
々
の
浮
沈
は
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
韓
流

は
今
後
も
生
き
の
び
て
い
く
だ
ろ
う
。


